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4. 私にとって、この一節との出会いの記憶は 1985 年に遡る。この年に同書の日本語版が、後に私の恩師の一
人となる山田経三（上智大学教授、当時）の翻訳によって刊行された。その年、私は札幌に在住しながら、自
分の民族的アイデンティティを深く問われるという人生で最初の大きな経験をした。その経験には序曲ともい
うべき 1975 年のある体験があったので、先ず 1975 年のある体験に触れておきたい。  














7. 再び、グティエレスの一節に出会った 1985 年の体験に話を戻したい。この年は、私の人生の最良の年であ



















11. 私の 1985 年の経験に即して言えば、キリスト教の思想には、人間を民族や人種や社会階層の枠を越える
平等の存在と見る伝統がある。とくに初期キリスト教には、万人を「神の子」と見るパウロ思想の立場が明瞭
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フレイレ 1979（原著 1970）『被抑圧者の教育学』亜紀書房  1。）  
３  見田宗介 2011「まなざしの地獄」『生と死と愛と孤独の社会学』  (見田宗介著作集  第 6 巻 ) 岩波書店。  
４  この調査の報告は以下。「ブラジル紀行―基礎共同体の民衆と解放の神学―」 2006 『多文化・共生コミュ
ニケーション論叢  創刊号』フェリス女学院大学多文化・共生コミュニケーション学会  7-21。  
５  石塚正英・柴田隆行  2013 『哲学・思想翻訳語辞典【増補版】』論創社。  
６ アマルティア・セン  2011（原著 2006） 『アイデンティティと暴力－運命は幻想である』勁草書房  255。  
７  新約聖書に用いられる「時」を言い表すギリシャ語「kairos」。「危機と好機」が同時に到来する決定的機
会を意味する（マルコ 1:14）。  
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